
23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者

1
「自社ブランド」ホエー放牧豚
を使った新商品の開発及び販
売拡大

有限会社ひだ
かポーク

北海道
日高郡

新ひだか町

2
エコフィードの給餌による特殊
鶏卵を活用したスイーツの開
発・販売事業

株式会社さくら
ファ－ム

有限会社コッ
コ・コーポレー
ション

北海道 千歳市

3
自社で生産された小麦の加工
品（パン、菓子パン）の開発及
び販売事業

アオキアグリシ
ステム有限会
社

北海道
虻田郡

倶知安町

4
自社生産原料乳を活用した菓
子類の開発及び自社短角牛
の商品化事業

有限会社伊藤
畜産

北海道 根室市

5
自家生産の小麦・カボチャ・人
参を活用した高付加価値商品
の開発・販売事業

内海　将仁 北海道 北見市

№

自社ブランドである「ホエー放牧豚」とさらに肉質と旨味の向上
を図った「ホエー放牧熟成豚」を活用し、新商品の開発・生産を
行う。具体的には、精肉、バラロースト、焼豚（チャーシュー）、
ソーセージパテ、ロースハムの開発・加工を行うとともに、直売
店やインターネットでの販売など販路拡大にも取り組むことに
より所得向上を図る。

自社ブランド鶏卵を活用し、新たにスイーツの商品化を行う。
具体的には、地域で生産されるケールの搾りかすを活用した
エコフィードの給餌による自社鶏卵を使用し、自社ブランドス
イーツの第一弾として「卵形バウムクーヘン」を開発・生産を行
うことにより、所得向上と地域の活性化を目指す。

事業の概要
事業者

都道府県 市町村事業名

石臼で製粉した自社の小麦粉を活用し、パン・菓子パンなどの
新商品開発を行う。
具体的には、パン、菓子パン、シフォンケーキを新たに開発・
生産し、自社経営のそば屋やファームレストラン、インターネッ
トを通じて販売・提供するなど、販路の開拓にも取り組む。

自社生乳と自社短角牛を活用し、商品開発・販売を行う。具体
的には、地域のニーズに応え、自社生乳から牛乳、ソフトク
リームミックス、ミルククッキー、自社短角牛からカット生肉、ス
テーキ料理を開発し、自社店舗などを通じて販売していく。

自家生産の小麦、カボチャ、人参を活用し、新たにうどんなど
の開発・生産を行う。具体的には、手打ち風うどん、カボチャプ
リン、人参ジュースの開発・生産を行うとともに、消費者との交
流を軸に直売も含めた販路拡大にも取り組む。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6
馬鈴薯・レタス・大根の剥き野
菜・カット野菜加工及び販売事
業

株式会社吉田
農園

株式会社桐越 北海道
網走郡
大空町

7
規格外の活用による剥き馬鈴
薯及び長いも餅の開発事業

株式会社大地
のＭＥＧＵＭＩ

北海道
網走郡
大空町

8
育成・肥育一貫による自社ブ
ランド和牛の確立と生産・販売
事業

中野　克巳
株式会社田村
精肉店

北海道 北見市

自社構成員が生産した馬鈴薯・レタス・大根を活用し、剥き野
菜・カット野菜の加工・販売を行う。具体的には「剥き馬鈴薯」、
「カットレタス」、「剥きカット大根」といった一次加工の付加価値
を付け販売していくことにより、構成員の所得向上及び自社の
多角化・高度化を図る。

自社構成員が生産した馬鈴薯・長芋の規格外を有効活用した
加工・販売、規格外長芋の直接販売を行う。
具体的には、「剥き馬鈴薯」や「長いも餅」の開発・生産を行うと
ともに、規格外長芋をアウトレットブランドとして直接販売するこ
とにより所得の向上を図る。

和牛（素牛）の市場出荷から、新たに開始する一貫飼養による
「自社ブランド和牛」を新たな方式により販売していく。具体的
には、地元焼肉店との契約取引を開始し、市場価格の影響を
受けにくい安定的な販売ルートを構築することにより経営改善
を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
機能性素材「プロテオグリカ
ン」を配合した新商品開発・製
造

株式会社青森
りんごランド

青森県 黒石市

2
米粉加工菓子の商品開発に
おける授産施設との連携事業

有限会社ケイ
ホットライス

社会福祉法人
愛心福祉会

青森県
北津軽郡
中泊町

3
米粉の商品化促進及び各種
加工食品の開発、製造、販売
事業

農事組合法人
仙台イーストカ
ントリー

神屋敷仕込み
そクラブ

宮城県 仙台市

4
自社栽培米及び野菜を利用し
た弁当製造・飲食店事業

農業生産法人
有限会社ダイ
アファーム

宮城県 大崎市

5
地元農産物の商品開発・加
工、直売所・宅配・移動販売車
による販売

農業生産法人
株式会社オジ
マスカイサービ
ス

鈴木　誠二 宮城県 登米市

　米粉加工菓子を商品開発するとともに、その新たな販売ルー
トを構築することにより、経営の多角化・高度化を図り、農業経
営に付加価値を取り込むことで、農業経営の改善を図る。
　また、商品の開発・加工において授産施設と連携することで、
６次産業化の取組が障がい者等の自立支援に協力することが
可能となる。

　自社で生産、加工した米、味噌、おにぎり、米粉麺をこれまで
の委託販売から、飲食店併設の直売所を整備し、対面販売中
心に切り替え、地域農産物の付加価値の向上と販売促進を図
る。

　これまで自社で生産、販売している米、水菜に加え、ほうれ
ん草、スイートコーン、枝豆などを新規に生産するとともに、こ
れらの食材を活用した弁当製造、飲食施設を新設し、付加価
値の向上と販売形態の多様化を図る。
　また、事業拡大に伴う雇用の確保として、東日本大震災によ
り農業経営の継続が困難となった方々を雇用し、復興に寄与
する。

　これまで生産、販売している米、大豆、野菜に加え、自社ブラ
ンドの漬け物の開発を行い、自社で運営している直売所、スー
パー等の産直店舗のリニューアルを行い、漬け物を中心とす
る加工品の本格的な販売を実施する。
　また、宅配、移動販売も取り入れ新たな販売ルートを構築す
る。

　「健康と元気」をテーマに、りんごやブルーベリー、ラズベリー
の持つ機能性に加え、機能性素材「プロテオグリカン」を配合
することで、より機能性を高めた果実ゼリーを商品化するととも
に、直売所、通信販売、店舗向け販売等の販路を拡大するこ
とにより、経営の多角化・高度化を図り、農業経営の改善を図
る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6

米粉用米を原料としたアレル
ギー対応の米めんや、米キャ
ラメルなど米食品の開発・販
売

株式会社大潟
村あきたこまち
生産者協会

秋田県
南秋田郡
大潟村

7
米、大豆等を利用した高齢者
向け宅配弁当と新たな加工商
品の開発と販売事業

農事組合法人
坊沢営農組合

秋田県 北秋田市

8
山菜の王国小国町の地域資
源（わらび、ぜんまい）を利用
した商品の加工・販売事業

農事組合法人
白い森のめぐ
み

山形県
西置賜郡
小国町

9
地域の特産である茄子を利用
した商品の加工・販売事業

冨樫民雄 山形県 鶴岡市

10
庄内町余目の在来作物であ
るカラシナを使った「和からし」
の商品化

山澤清 山形県
東田川郡
庄内町

　主に大潟村の生産者が生産する新規需要米の米粉（自社工
場で加工）を主原料とした新商品の開発、製造及び販売を行
う。
　具体的には、米粉めん（小麦アレルギー対応、野菜パウダー
入り）、米キャラメル、米アイス、米ジャムなどの商品を開発し、
現在取引のある量販店等に販売及び米粉めんについては学
校給食への導入を提案する。

　現在製造している豆腐の副産物である「おから」を利用した
商品（おからドーナツなど）の開発、並びに高齢者向け宅配弁
当販売事業に取り組む。

　休耕地を活用してわらび、ぜんまい等の栽培を行い、乾燥・
塩漬けに１次加工。さらに、漬け物、総菜等の２次加工品を商
品化するとともに、新たな販売ルートを構築することにより経営
の多角化・高度化を図り、農業経営の改善を図る。

　転作田で栽培している茄子を活用した漬物を開発し、販売す
ることにより収益の増加を狙い、農業経営の改善を図る。

　庄内町余目の宝である在来作物のカラシナを使った「和から
し」の製造法を確立し、地域の特産品として全国に情報発信す
ることにより、余目跡村地区のカラシナを復活させる。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

11
いわき遠野らぱん乾燥野菜開
発販売事業

株式会社いわ
き遠野らぱん

福島県 いわき市

12
低温長期保存による農産物等
の付加価値創出事業

株式会社かし
まエコファーム

相馬双葉漁業
協同組合鹿島
支所

福島県 いわき市

13
地域の特産品になりうる冬虫
夏草の製造・販売事業

東白農産企業
組合

福島県
東白川郡
棚倉町

14
安全安心、福島県産農産物の
首都圏への直販ネットワーク
網構築事業

二本松農園 福島県 二本松市

　新たな保存技術である「氷感技術」を活用して、米を良い状
態で長期保存することにより、市場の変動影響を緩和した優位
な販売を行う。また、「氷感技術」の二次的効果（甘み・粘り・弾
力性の増加、硬さの減少）により付加価値を高めた米を、その
他の米と差別化し、販売と販路の開拓を行う。

　自ら生産した冬虫夏草の新たな需要を開拓することにより生
産と販路を拡大し、これに伴う雇用拡大、地域活性化、農業経
営の改善を図る。

　車両による移動販売、首都圏への出店等の直販ネットワーク
網を構築するとともに、農産物の安全性確保のため、放射能
自主検査体制の整備、農薬使用の制限や有機栽培など栽培
技術の検討等に取り組むことにより、競争力の高い農業経営
を目指す。

　無農薬栽培した野菜を活用して、手軽に栄養補給ができ、な
おかつ長期保存が可能な乾燥野菜を開発・販売し、農業経営
の改善を図る。
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申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
自社農場で生産した米の米粉
を利用した地域観光土産に成
り得る商品の製造・販売事業

農業生産法人
有限会社横田
農場

茨城県 龍ヶ崎市

2
大根を生産し原料として使用
した大根ドレッシングの製造と
販売

有限会社ナガ
タフーズ

茨城県 笠間市

3
伝統的な干し大根の製造と新
商品（漬物）の開発・加工・販
売事業

入江康弘 茨城県 笠間市

4
自社生産された農産物のピク
ルス、オイル漬け、塩漬けの
製造・販売事業

農業生産法人
有限会社シモ
タ農芸

茨城県 取手市

5

活力ある地域農業と新たな協
同の創出運動
～地域の特色ある農畜産物を
活用した新商品開発とＪＡの
地域貢献に向けての六次産
業化推進～

茨城中央農業
協同組合

茨城県 笠間市

自ら生産した米を活用し、自社製粉の米粉と自ら栽培した野
菜・果物を使用した米粉ロールケーキの商品開発を行い、直
売、ネット販売等による売上向上により経営の改善を図る。

自社生産の大根を原料とするドレッシング等の商品開発・製造
を行い、直売所やスーパー等への販路拡大による経営の改善
を図る。

自ら生産した大根、トマト等の野菜を活用し、干し大根の製造
とトマトの漬物等の商品開発・製造・販売を行い、経営の多角
化と農業経営の安定を目指す。

自社で生産したミニ野菜（ミニ人参、ミニ大根、ラディッシュ等）
やハーブ等の野菜を活用したピクルス、オイル漬け、塩漬け等
の商品開発・製造・販売を行い、多角化による経営の改善を図
る。

地域特産の栗、梅、ブルーベリー、米を活用した加工品等の商
品開発・製造を行い、直売所等での販売を通じ、地域の活性
化と収益力の拡大を目指す。

6



23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6

農業生産法人が生産した米を
利用加工し、付加価値の高い
米粉ラスク及び米粉パン等生
産から流通直売までの一括事
業

農業生産法人
株式会社兼愛
農場

栃木県 宇都宮市

7
千葉県銘柄豚である柏幻霜
ポーク（精肉）を利用した商品
の加工・販売事業

寺田治雄
株式会社惣左
衛門

千葉県 柏市

8
地域の特産品である魚類を利
用した商品の加工・販売事業

長井新宿港
竜海丸
鈴木　直樹

神奈川県 横須賀市

9 やまといも冷凍加工
株式会社ハー
ベジファーム

山梨県 北杜市

10

牧丘の巨峰を使ったピューレ
ならびにフルーツ商品の開
発・販売と、イートインカフェ運
営による「牧丘フルーツブラン
ド」の構築

株式会社くだも
の厨房フクヨシ

山梨県 山梨市

自ら生産した米を活用した米粉ラスク、米粉パン等加工品の
商品開発・製造・販売を行い、多角化による経営の改善を図
る。

自家飼育の柏幻霜ポークを活用してハム・ソーセージ・チャー
シュー等の加工品の商品開発・製造を行い、促進事業者の販
売チャネルを生かした販売を展開し、経営の改善及び安定化
を図る。

自園で収穫したぶどうを主とした果物等を活用してピューレ、ド
ライフルーツ等の商品開発・製造・販売を行い、効率的な農業
経営を目指す。

自ら漁獲した魚を活用して、新しい加工品（ソース、蛸めしの具
セット、味噌漬）などの商品を研究・開発を行い、野菜生産者、
近隣漁業者と提携し新たな販売方式により経営の向上を図
る。

自ら栽培したやまといもを活用し、すりおろし冷凍品、千切りの
加工品等の商品開発を行い、スーパーマーケット等への販売
を通じ農業所得の向上を目指す。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

11
富士川町の特産品であるすも
も（貴陽）と洋梨の加工・直接
販売事業

株式会社斎庵 山梨県
南巨摩郡
富士川町

12
”旬を届ける”新たな生産・販
売システムによる北村農場ブ
ランド化事業

北村農場
北村典子 長野県 長野市

13

地域農業を憂う、有志事業者
連携による杏新商品開発及び
地域総体としての販売の6次
産業化

農業生産法人
株式会社AFT

原山正延
塚本　勇
熊井孝治

信州戸倉上山
田温泉荻原館 長野県 千曲市

14

有機JAS認証及び特別栽培
野菜を使用した新たな業務用
販売システムの構築と漬物加
工販売事業

有限会社まご
ころ・ふれあい
農園

長野県 長野市

15

農産物の生産加工直売の一
元化と農業体験メニュー化に
よる新たな販売促進事業の展
開

有限会社ティー
エム

長野県
北安曇野郡

白馬村

自ら生産したすもも（貴陽）と洋梨の規格外品を活用したジャ
ム、ピューレ等の加工食品の開発を行い、ネット通販、直売等
の販売ルート確立により、経営の向上を図る。

自ら生産したりんごを主とした旬の果物を活用して、ドライフ
ルーツやジャム等の加工品の開発・製造を行い、宅配ＢＯＸ等
によるブランド化を図り、経営の向上を図る。

自ら生産の杏を活用し杏ヴィネガー等の商品開発を行い、販
路拡大による杏農家の収益拡大と地域農業への波及効果を
目指す。

自ら生産した有機農産物及び特別栽培農産物を利用した漬物
加工品の商品開発・製造を行い、直売等の販路拡大により、
農業経営の安定化を図る。

自ら生産した米、大豆、ブルーベリー、そば等の農産品を活用
し、加工品等の産直販売や新たな体験ニューの提供を通じ、
地域の活性化と農業経営の安定化を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

16
浜松産サツマイモを利用した
加工商品の開発と販売体制
の構築

有限会社コス
モグリーン庭好

静岡県 浜松市

17
茶葉、ブルーベリー、ハスカッ
プを使った新商品開発

ちゃの生
豊田由美

静岡県 富士市

18
エリンギを利用した新ジャンル
の加工食品の開発事業

富士きのこセン
ター
渡辺昭博

静岡県 富士市

19

食品残渣を餌として育成した
大ニジマス等をセールスポイ
ントとした新商品の加工・販売
事業

柿島養鱒株式
会社

静岡県
田方郡
函南町

自社栽培のエリンギの規格外品を使用した加工品の商品開
発・製造を行い、経営の改善を図る。

食品残渣を餌として育成した大ニジマスと大イワナによる新商
品（フィレ化し冷凍加工した刺身用商品、西京漬及び粕漬）の
製造・販売を行い、経営の改善を図る。

生産拡大する自社農園のサツマイモを原料に菓子原料用ペー
スト加工品の開発・製造・販売を行い、加工施設と貯蔵施設等
の設置による長期保存・周年販売体制の下、農業経営の向上
を図る。

自社農園の茶葉、ブルーベリー、ハスカップを使ったソース、
焼肉のたれ、ジャム等の商品開発・製造を行い、従来の販売
ルートに加え製造委託先の販路を活用し、農業経営の効率化
を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
食と自然環境を融合した直売
所等設置による地域活性化
WINWIN事業

新潟ゆうき株
式会社

新潟県 村上市

2

かんしょを活用した新商品（笹
団子・スイーツ）開発及び販売
事業

ふーど工房ゆ
うこ
五十嵐祐子

新潟県 三条市

3

地元農産物生産にプラスワン
アクション、生産、加工品開
発・製造、販売、情報発信（Ｐ
Ｒ）を一環して行うための地場
産流通システム整備事業

みな穂農業協
同組合 富山県 入善町

4

地元産農産物（もち米、大豆）
や特産品（加賀丸いも、ハトム
ギ）での新商品開発・製造・販
売

能美農業協同
組合

石川県 能美市

5
自社原料による新たなもち加
工品の開発と製造・販売体制
の強化事業

有限会社のむ
ら農産

石川県 小松市

みな穂農業協同組合プラスワンアクション（＋１）大作戦事業と
して、生産拡大する農産物（黒千石大豆、ウコン、入善ジャン
ボスイカ）の販売強化及び里芋や桃、ブルーベリーの新商品
開発。加工品開発に地域が連携して取り組む枠組みを構築
し、生果の直売、加工品開発に対応した作物生産、輸送等の
流通管理、情報提供などを総合的に行う「地場産流通システ
ム」を整備。

特産品である丸いもやハトムギの入ったかきもちの加工・販売
及び丸いもの「とろろいも」の商品化。
もち米に丸いもやハトムギをブレンドした新商品を開発し、急
速冷却によって消費期限が延長できるパック餅製造法を確立
する。
ハトムギに大麦や玄米あるいはギャバ米などをブレンドしたお
茶の新商品を展開。
地元産大豆と地元産米麹を使用した味噌の製造・販売。

電子レンジで加熱することでつきたて餅のような状態に戻せる
新しいタイプの包装餅の商品化及び小松市の転作作物である
六条大麦の粉、粒が入った大麦かきもちや地場の野菜を色付
けに使った地産地消かきもちの製造・販売。

農家レストラン・農産加工機能を備えた直売施設を設置し、地
域の伝統食文化や技術、自社生産及び地域の農林水産物を
活用した新商品開発や食メニュー、地域資源を生かした体験メ
ニュー等を提供することにより人的交流を促進し、農業経営の
改善を図る。米＋加工品は首都圏百貨店のインショップ、ホテ
ルやレストランへの販売。食と自然環境を融合させた企画等に
より地域全体の魅力を広くＰＲする。

自家生産したかんしょを使用して、笹団子の加工、販売に取り
組む。
また、かんしょを使ったスイーツの新商品開発。
自前の加工所及び直売所を整備し、生産・販売と販路拡大。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6
「米パン農家のマルシェレスト
ランほやほや」自社生産米加
工品の複合型販売施設事業

株式会社
アジチファーム

福井県 福井市

マルシェレストラン（加工施設、直売所、レストランの併設施設）
に取り組み、米粉の新しい活用法や地元野菜を使った米粉料
理の提案。また、自社生産大豆で豆腐製品（豆腐、豆乳、油揚
げ）の製造・販売。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
伝統野菜「あじめコショウ」・「ミ
ニトマトのアイコ」の加工品の
製造・販売事業

太田　聡 岐阜県 中津川市

2
岐阜県特産の奥美濃古地鶏
を活用したカレー等加工食品
の製造・販売事業

（有）とり沢 岐阜県 海津市

3

グルテン以外に小麦粉を使わ
ない米粉パンとペット用米粉
100％クッキーの開発・販売事
業

（株）和仁農園 岐阜県 高山市

奥美濃古地鶏の手羽先肉を活用したカレーや手羽元肉を活用
した甘煮及び焼き鳥等の新商品を開発し、これらの加工品ライ
ンナップを充実することにより、当社の経営基盤を強化、売上
げ向上を図る。

高い食味の自社米を米粉に加工し、米粉製品を開発・生産す
るとともに、その新たな販売ルートを構築することによって、経
営の多角化・経営基盤の拡充を図り商品の付加価値を高め、
新規雇用を生む農業経営の体力強化を図る。

県の伝統野菜である「あじめコショウ」を利用した味噌や食べる
ラー油等の製品の開発を行うとともに、栽培がやや困難である
が糖度の高いミニトマト「アイコ」を使ったトマトソースの開発を
行いそれらの商品を販売することにより安定的な収益基盤の
確立を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

4

岡崎市宮崎地区を中心とした
地域の産物を生かした和紅茶
とハーブ茶等の開発・生産・販
売事業

梅村　芳正 愛知県 岡崎市

5
完熟のイチジク果実を活用し
た加工商品の製造・販売事業

大島　千恵子 愛知県 一宮市

6
豊富な栄養成分を生かした金
時生姜ドリンクの開発・生産・
販売事業

（有）木村農園 愛知県 稲沢市

7
地域の特産物である「自然
薯」を活用した農園レストラン
事業

柴田　善彦 愛知県 岡崎市

8
段戸牛を活用した新商品開
発・販売事業

竹内　通王 愛知県 設楽町
段戸牛を使用した加工品を開発・販売し、新たな販売方法・
ルートを構築し農業経営に付加価値をとりこむことで経営の多
角化と発展強化を図る。

宮崎地域の茶葉の特徴をいかした和紅茶やツボクサなどの
ハーブを使用したハーブ茶等の新商品を開発し、販売すること
で自社の経営基盤の確立を図る。

完熟いちじくのコンポートを開発・生産するとともに新たに販売
ルートを開拓し、ブランド力と収益の向上を図り、女性農業者と
しての農業経営を確立する。

２０～４０代の女性を主ターゲットにした気軽に飲めるショウガ
飲料を開発し、金時生姜の特徴をいかした他にないドリンクと
して既存の販売チャネルである百貨店や自社ウエブサイトなど
を最大限生かして販売に取り組み、経営基盤の強化を図る。

ぶどう園の一部を農園レストランとして整備し、自家製の自然
薯を主な食材として使用した自然薯料理を提供する。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

9
地域特産化をめざす新野菜プ
チヴェールを利用した加工商
品開発と販路拡大事業

（株）尾東農産 愛知県 日進市

10
奥三河津具高原トマトの販路
開拓・新商品開発事業

村松　誠士 愛知県 設楽町

11
国産原木しいたけを利用した
商品の加工・販売事業

野呂食品（株） 三重県 四日市市

12
完熟ブルーベリーを利用した
加工・販売事業

（有）花の木 三重県 伊賀市

プチヴェールの販路開拓と、加工品の開発、生産、販売に、加
工技術の専門業者や、産学連携による地域おこしの取り組み
を活用してプチヴェールの知名度を向上させ、需要拡大、売上
高の向上を図るとともに利益率の向上を図る。

従来のミニトマトの栽培品種に加え６品種を生産し、市場外販
売及び加工品の開発・販売に取り組み所得向上を図る。

原木椎茸を使った加工品を開発するとともに直接販売やイン
ターネット販売等に取り組み、自社の経営の安定化を図る。

新事業としてブルーベリーの生果の生産・販売を始め、併せて
加工品（ジャム・シロップ等）を委託製造することでブランド化を
構築することにより自社の収益力向上を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
琵琶湖の湖魚と滋賀県特産
の近江茶（煎茶）の葉を活用し
た佃煮の開発・販売事業

小松水産株式
会社

滋賀県 大津市

2
自家農園で生産した野菜およ
び花きを利用した商品の販売
事業

小嶌　信一 滋賀県 甲賀市

3
しがの若木ブレンド緑茶販売
とドリップ式高級ボトル茶の開
発

しがの茶園整
備新鮮緑クラブ
代表　黒田為
三

滋賀県 甲賀市

4
小松菜の冷凍、乾燥粉末加工
による商品開発および販路開
拓事業

株式会社松井
ファーム

京都府 京都市

5
梅ジャムの開発と野菜スイー
ツの開発

岡田農園
岡田アサコ

京都府 京田辺市

　水耕栽培により年間を通して小松菜を生産しているが、比較
的気温の低い時期に生産量が増加する。そこで生産ロスを軽
減させるため、ボイル・冷凍・乾燥粉末加工等により保存可能
な加工品を開発し、給食関係等への販売を展開し、経営の安
定を図る。

　現在は米を主体にした寿司、和菓子等の加工品を製造して
いるが賞味期限が短いため販路が限られている。今後、保存
が出来る新たな加工品として、梅ジャム、梅干し、えび芋を使
用した野菜スイーツを開発し、京都市内での販売に取り組み、
農業経営の改善を目指す。

　琵琶湖産の湖魚の美味しさと滋賀特産の近江茶の葉の栄養
素がふんだんに含まれた佃煮を開発・生産するとともに、幅広
い販売ルートを構築することによって、漁業経営の改善を図
る。

　自家農園で生産しているいちごについて先進的な栽培技術
を取り入れ品質を向上させてブランド化を図るとともに、消費者
ニーズの高い小菊、新鮮さを要求されるおくらの生産を開始
し、朝どりなど特徴をPRして消費者への直売、量販店との直接
取引に取り組む。

　力強い味と香りを有する若木の茶葉を使用し、若芽の高級
せん茶やかぶせ茶を開発する。さらに、ドリップ方式で抽出し
た高級ボトル茶を開発・販売し、茶業経営の発展と近江茶の知
名度アップを図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6
地域で収穫したタマネギ、ショ
ウガ、ニンニクを利用した「万
能たれ河内屋」の加工、販売

株式会社太田
組

平松伸介 大阪府 松原市

7

地域の特産品「門真れんこ
ん」を利用した「れんこんの佃
煮」、「れんこんパウダー」等
の加工及び開発

中西昭三
株式会社門真
れんこん屋

大阪府 門真市

8
高床式砂栽培法によるチンゲ
ンサイの浅漬物生産・販売と
新鮮野菜の直売店販売

株式会社グ
リーンファーム

大阪府 四条畷市

9

漬物加工用白菜の生産と白
菜漬物の一次加工・販売によ
る５３０（ごみゼロ）白菜のブラ
ンド化

春次　武明 大阪府
豊能郡
能勢町

10

地域の魅力を活かす観光集
客を軸とした直販事業化・農
家レストラン経営による多角
経営化

株式会社丹波
篠山大内農場

狩場酒造場
狩場一龍

兵庫県 篠山市

　タマネギ、ショウガ・ニンニクを使用した家庭用調味料として、
地域の主婦層をメインターゲットとした万能たれ「河内屋」の開
発に取り組み、百貨店等への販路開拓を行い需要を開拓して
いく。

　地域の特産品である「門真れんこん」の生産拡大に取り組
み、佃煮、パウダー、れんこん麺等の加工品を開発し、自ら経
営しているレンコン料理店のほか、小売店・百貨店等への販路
を開拓し、農業所得の向上を図り、新たな雇用創出に寄与す
る。

　高床式砂栽培法による青梗菜等の葉物野菜を使用して浅漬
けを開発・生産し、地元スーパー等への販売に取り組むととも
に、都市近郊の利点をいかして直売店を設置し、消費者への
直接販売に取り組む。

　能勢町で生産した白菜を1/4カット芯取り白菜又は刻み白菜
に１次加工し、「白菜ゴミが出ない」というメリットを認知してもら
うため「５３０（ごみゼロ）白菜」と銘打って、漬物加工業者への
販売に取り組み、収益の安定を図る。

　体験観光の実施により、集客を図り、直売所・農家レストラン
での販売増加を狙う。黒大豆・枝豆を利用した、冷凍さやもぎ
黒枝豆と黒豆茶といった新商品や、山田錦を使用して甘酒作
りにも取り組み、新設する直売所やインターネット販売を行う。
農家レストランにおいては、体験観光で集客したお客さんを
ターゲットとし、米、黒大豆、黒枝豆を主とした季節の農産物を
活用したレストランメニューの提供を行う。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

11

イタリア原産種のオリーヴの
栽培とオリーヴ加工製品の開
発・販売、直営店等の販売拠
点の整備

株式会社南あ
わじオリーヴ園

兵庫県 南あわじ市

12
都市緑化用植物苗及び緑化
商品の開発・生産・加工・販売
事業

エコリカル
代表　菊川健
一

湯原ナーセ
リー
代表　湯原健
一

兵庫県 南あわじ市

13
“北坂たまご”のブランド化を
目指した直売所の整備、加工
商品の開発・販売事業

北坂養鶏
代表　北坂勝

兵庫県 淡路市

14
地域農業振興の戦略作物で
ある青ネギのカット加工・販売
事業

五條市青ネギ
生産組合
組合長　森本
茂仁

奈良県 五條市

15
奈良の特産品(いちご)を利用
した加工品の開発・販売事業

農業法人　株
式会社アスカ
グリーンファー
ム

奈良県 五條市

　イタリア原産種のオリーヴ栽培を拡大し、オリーヴオイル・
ペースト・実の漬物・ソース・ドレッシング・果実飼料原料の開
発・加工・販売に取り組み売上拡大と地域のオリーヴ産業の創
出を目指す。

　エコリカルと湯原ナーセリーとの共同事業により、植生土嚢タ
イプを主とした屋上緑化用植物苗の栽培及び都市緑化商品の
開発、コンテナタイプを主とした低層壁面緑化用植物苗の栽培
及び都市緑化商品の開発、植物苗の品種改良と新たな販売
ルートを構築することによって、経営の多角化・高度化を図り、
収益の拡大及び農業経営の改善に取り組む。

　“北坂たまご”のブランド化を推進するための取組として、地
域の魅力や“北坂たまご”の情報発信拠点となる直売所やカ
フェレストラン等の集客施設の整備を行う。また、余剰卵を活
用した付加価値製品の開発と販路拡大、個人宅配等の新しい
販売システムの構築、品質の向上や製造処理システムの改善
に併せて取り組むことで、経営の多角化・高度化を図り、売上
げの拡大と収益の安定化を目指す。

　イチゴドレッシングを開発、販売する。販売にあたっては、奈
良県と協定を結んでいる県内の農産物直売所「地の味　土の
香」の29店舗で大々的にＰＲし、販売する予定。この事業によ
り、経営の多角化・高度化を図り、付加価値を取り込むことで、
農業経営の改善を図る。

　「大和五條ねぎ」のブランド名も徐々に普及している。カット加
工を内製化することで、現在やむを得ず廃棄になっている葉も
活用を行う。更に周知を進めるために、ポスター・パンフレット
の作成・配布、商談会開催にも取り組む。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

16
椎茸・ブルーベリーを利用した
商品の加工・販売事業

北谷壽朗 奈良県
吉野郡
下市町

17
米を利用した商品の加工・販
売事業

谷口　孫啓 和歌山県 和歌山市

18
温州みかんを中心とした柑橘
類の生産・販売事業

かねとも果樹
園
榎本友紀

和歌山県 海南市

19
山岳酪農牧場の特徴を活かし
た乳製品の開発と販路構築

農事組合法人
黒沢牧場

和歌山県 海南市

20
特産品の柑橘を用いたジャム
の開発と販売事業

生駒みかん農
園
生駒正剛

和歌山県 有田市
　温州みかんと不知火を使用した、ジャムの商品開発を行い、
インターネット販売に取り組み、市場の相場に左右されない安
定した収益源の確保を目指す。

　椎茸とブルーベリーの加工品を商品開発・生産するとともに、
その新たな販売ルートを構築することによって、経営の多角
化・高度化を図り、農業経営に付加価値を取り込むことで、農
業経営の改善を図る。新商品開発の椎茸は、芽かきでもぎ
取った廃棄処分する椎茸の芽を使った多用途に使える加工品
の開発及びブルーベリージャム開発を目標とする。

　米の販売については、ブランド力もなく販売価格が低いた
め、「昔ながらの味を再現する」というコンセプトの米菓の商品
開発を行い、販売することにより付加価値を向上させ、経営改
善を図る。

　温州みかんを使用した、みかんジュースの加工販売を行うと
ともに、異常な気象条件に対応できる生産基盤を強化し、市場
出荷中心から直接販売への移行を目指す。

　特産品である生乳を使用した地域色が出た味(梅・みかん)の
ソフトクリームやアイスクリームを開発し、加工販売を行うほ
か、ロールケーキ・ミルクプリンの開発・加工販売も行うことに
より酪農経営の改善を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

21
温州みかんを中心とした果樹
全般の販売システムの改善と
促進事業

粂田　紀明 和歌山県 有田市

22
地域の特産品である柿を利用
した商品の加工・販売事業

辻　重光 和歌山県
伊都郡

かつらぎ町

23
和歌山県の伝統野菜「湯浅な
す」と柑橘類を利用した商品
の加工・販売事業

おそぐち農園
獺口琢也

丸新本家株式
会社

和歌山県
有田郡
湯浅町

24
和歌山県の伝統野菜「湯浅な
す」の生産並びに柑橘類を利
用した商品の加工・販売事業

三ツ橋農園
三ツ橋忠男

丸新本家株式
会社

和歌山県
有田郡
湯浅町

25
和歌山県の特産品である山
椒を利用した商品の加工・販
売事業

かんじゃ山椒
園
永岡冬樹

和歌山県
有田郡

有田川町

　温州みかんの出荷価格が大きく変動するため安定した売上
げが得られていないので、小売業者（スーパー等）への直接販
売に取り組み、直接販売の比率を上げていくことにより、農業
経営の向上を図る。

　新商品として糖度の高い新秋柿の特徴を活かしたあんぽ柿
を開発・生産するとともに、生果も含めた新たな販売ルートを
構築することにより、付加価値を取り込み農業経営の改善を図
る。

　温州みかんを使用したみかんジュースの加工・販売と伝統野
菜である「湯浅なす」を新たに栽培し、金山寺味噌の原料とし
てカット加工し、味噌メーカーへの販売を行うことにより農業経
営の安定化を図る。

　伝統野菜である「湯浅なす」を新たに栽培し、金山寺味噌の
原料としてカット加工・販売を行う。また、温州みかんを使用し
たみかんジュースの加工・販売を行うことにより農業経営の安
定化を図る。

　山椒を利用した、山椒加工品(おろし山椒、ジャム、調味料、
七味唐辛子)の開発、生産・販売を行うことにより、かんじゃ山
椒ブランドを確立する。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

26
地域特産物であるミニトマトを
利用した商品開発・販売事業

有限会社日高
夢農場

和歌山県
日高郡
日高町

27
キノコの生産・加工品等の製
造・販売事業

株式会社石橋 和歌山県
日高郡
印南町

28
地域の特産物である南高梅を
使用した商品の加工・販売事
業

垣淵浩子 和歌山県
日高郡

みなべ町

29
地域特産品の南高梅を利用し
た商品の開発、加工及び販売
開拓事業

伏村農園
伏村博和

和歌山県
日高郡

みなべ町

　梅料理の専門家・野菜ソムリエとしてのノウハウや力量をい
かし、特産の南高梅を使用したはちみつ梅の商品開発を行
い、消費者への直接販売に取り組む。また、梅を使った料理レ
シピ等のブックレットを商品につけることで梅の魅力を伝え、梅
消費量の向上に寄与していく。

　梅を使った梅ジュース・梅ジャムの加工販売を行うことにより
農業の多角化を図る。

　栄養価の高いミニトマトは人気があり、トマトベリーはハート
型の形状でかわいいと評判であるので、市場出荷に加えて、イ
ンターネット等を活用した直売に取り組み、経営の改善を図
る。

　シイタケの乾燥・粉末加工を行いふりかけパウダーの開発を
行う。また、今まで廃棄していた軸の部分を有効活用し、動物・
家畜の飼料として販売し、農業経営の改善を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
ヤギミルクを活用したチーズ、
デザートの商品開発及び販売
事業

大下　哲治 鳥取県 米子市

2
地産地消を通じた地域ブラン
ド推進事業

そうじゃ「地・食
べ」委員会
生産者部会

財団法人
農業公社きび
の里

岡山県 総社市

3
施設栽培による規格外完熟果
実を活用した加工食品の開
発、製造、販路開拓

農業生産法人
ﾀｰﾄﾙﾌｧｰﾑ株
式会社

岡山県 玉野市

4

新見市哲多産の葡萄を活用し
たワインの自社醸造による商
品化と関連商品を含む販路開
拓

TETTA株式会
社

岡山県 新見市

5
地域の特産品である倉橋ちり
めんを利用した”広島アンチョ
ビ”の加工・販売事業

有限会社 作田
水産

広島県 呉市

メイちゃん農場が、自ら生産したヤギミルクを使い「ヤギチー
ズ」と「ヤギミルクチーズケーキ」を開発する。
「ヤギチーズ」はレストラン等の飲食店への販売やネットでの販
売、「ヤギミルクチーズケーキ」は、販売数量を制限し、プレミア
感を醸成した販売を行うこと等により農業経営の改善を図る。

直売所への販売。また、カット野菜の加工・販売。そうじゃ「地・
食べ」ブランドをPRし、販路を開拓する。市内惣菜店をメイン
に、飲食店、学校給食向けに販売する。市内を4地区に分け、
作付計画をずらし通年提供できるよう生産することにより、安
定的な販売ができ農業経営の改善が図れる。

完熟果実・野菜を使用した新商品開発を行う。具体的には、
ジャム・ケチャップ・フルーツソース等の開発。生果の既存販路
を活用しつつ、自社農場での直売も行うことにより農業経営の
改善を図る。また、低段密植栽培等に取り組み生産性を高め
る。

ブドウを使った加工食品の開発、販売。開発した干しぶどうを
活用した洋菓子開発。ワインは、４年後を目途に自社醸造に向
けて体制を整え、自社醸造の実現後、スパークリングワイン等
新商品開発に取り組む。

アンチョビにちりめんを使用することにより、鰯のフィレとは違っ
た独特の食感と風味を引き出した商品の開発。
イベント、マスコミ等を活用し、百貨店、スーパー、コンビニ、飲
食店での販売を行うことにより漁業経営の改善を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6
不知火（でこぽん）の皮を原材
料とした化粧品等の開発、販
売事業

佐藤　真佐司 徳島県
板野郡
藍住町

7
生姜を使った新商品と白うり
の加工品の製造・販売による
高付加価値化の実現

西地食品有限
会社

徳島県 阿南市

8
地域特産品であるにんにくの
新たな栽培方法による生産及
び販路開拓

株式会社
三豊ファーム
サービス

株式会社水の
愛

香川県
愛媛県

観音寺市
西条市

9
有機JAS栽培された柑橘を使
用した新たな商品開発と販売
事業

有限会社 三皿
園

愛媛県 今治市

10
幻のキーツマンゴーの生産及
び商品加工・販売

井村　敏雄
株式会社土佐
清水元気プロ
ジェクト

高知県 土佐清水市

糖度の高いキーツマンゴーの本格生産を拡大し、将来、土佐
清水市をキーツマンゴー産地としてブランド化を図る。
また、規格外の青果については、新たな加工品の開発・販売を
行う。

不知火（柑橘）の皮を活用した化粧品（ジェル、シミトリ）と洗顔
石鹸を化粧品会社と開発し、販売する。３０～５０代をターゲッ
トに産直市・ホームページ等を活用した販売と、大手ドラックス
トア等への卸販売を行う。

生姜を活用したしょうがシロップ・しょうが味噌の開発。マル
シェ・催事販売・産直市等への直接販売と専門店・百貨店等へ
の卸販売、自社ホームページでの販売を行う。また白うりを活
用し、漬物用に１次加工し（塩漬け）、２次加工業者へ販売す
る。

発芽発根にんにくをレストラン・料亭等への販売及び消費者へ
のインターネットによる直接販売を行う。発芽発根にんにくの成
分分析を行うなど、他の商品との差別化を図る。

自社生産の柑橘を使用した、健康志向ニーズにあった有機
JAS栽培の「有機コンニャク入り柑橘コンフィチュール」及び「レ
モンを使ったジュース」の開発・製造・販売を行う。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

11
高知特産柑橘果汁を使った飲
むジュレの製造及び販路開拓

株式会社 岡林
農園

高知県
高岡郡
越知町

12
有機栽培による在来種の釜炒
り茶の関連の食品開発と販売
事業

国友商事株式
会社

高知県
吾川郡
いの町

13
佐川町黒岩地区産の地乳(ぢ
ちち)と農産物を利用したス
イーツの加工販売事業

黒岩じるし 高知県
高岡郡
佐川町

14
地域ブランドである四万十川
スジアオノリ・アオサノリを利
用した商品の加工・販売事業

四万十川下流
漁業協同組合

高知県 四万十市

15
高知まぐろ延縄船団「海援丸」
ブランドの生鮮まぐろ販路拡
大事業

株式会社　土
佐洋

高知県 須崎市

高知県産柑橘類を使ったちょっと贅沢な大人のスイーツとして
の飲むタイプのジュレ開発。店頭での陳列販売以外に、持ち帰
りやギフト向けなど新たな販売方法を検討していく。

山茶の加工食品として、山茶飴・山茶粥や雑穀、猪と山茶など
地域特有の食材を組み合わせた加工食品の開発。スーパー
マーケット向けに販路を拡大する。また新たに地域の放置田畑
を活用し、雑穀2ａ、山菜2ａの栽培を行っていく。

黒岩地区産の牛乳(ぢちち)と黒岩地区で生産されている一次
産品を組み合わせて焼き菓子やアイスなどの商品を開発し販
売していく。
20代から40代の女性を主な販売ターゲットに商品開発を行う。
さらに、自らの販売拠点となる店舗を整備し直売体制を作って
いく。

試験的に行っているスジアオノリ・アオサノリ小分けパックの本
格的な販売を行い、スジアオノリを粉末状に加工した新商品の
開発を行うことにより組合員の漁業経営の改善を図る。

入港先で加工を委託し、魚市場への荷卸のみだったまぐろを
漁業者自ら直接販売することで経営の改善を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1
ミニトマトの新たな栽培技術の
導入と新規需要に向けた新商
品開発・販売の取組

出萌株式会社 福岡県
福岡市
東区

2
栽培方法にこだわった自作農
産物を使用した米粉パン等の
製造・販売

坂田保馬 福岡県 直方市

3
柳川産の野菜・果物を丸ごと
使った惣菜・菓子の開発・販
売促進

柳川農業協同
組合

福岡県 柳川市

4
食用花を利用したドライエディ
ブルフラワーの商品加工・販
売促進事業

有限会社
オニヅカバイオ
システム

福岡県 朝倉市

5
アルギットニラを活用した用途
別加工品の開発・販売促進事
業

農業生産法人
株式会社筑前
もろおか

福岡県
朝倉郡
筑前町

  選果落ち等により資源として活かしきれていないナス・オク
ラ・アスパラガス・トマト・博多蕾菜の規格外品を活用し、各品
目の色や風味等の特徴を活かした加工品群（漬物、惣菜、
ジャム・フルーツソース、菓子等）を開発し、市場評価と販路開
拓を行う。

  ポットフラワーで「エディブルフラワー（食用花）」を栽培し、食
用花としての出荷を目指す一方で、これをさらに乾燥させて色
と香りを日持ちさせる「ドライエディブルフラワー」の商品開発を
推進し、新たな販売ルートの構築を行い、経営の多角化・高度
化を図り農業経営の改善を図る。

  ミニトマトの新たな栽培システムを導入し、高品質なミニトマト
を効率的に生産することで、従来の栽培方法によるミニトマトと
の差別化を図り、高付加価値化と新規需要の拡大を目指す。
  また、この新たな栽培方法による増産を機に、健康志向の高
まりから消費が伸びている「トマト酢」と「ピーナツもやしのトマト
酢マリネ」の新製品の開発を行い、新たな需要の拡大を図る。

  自作の米・小麦の製粉を行い、従来の小麦粉パンに加えて
米粉パンの製造を本格化する。
  また、さまざまな用途向けの米粉加工品を生産・販売し、農
業経営の改善を図る。

  アルギットニラの加工機械設備を導入して調理用途別の一
次加工品の製造を行い、冷凍保存設備を導入することで夏季
と冬季における需要と供給のアンマッチを解消する。
  さらに、ニラを使用した新商品（ニラ入りラー油）を開発するこ
とで新たな需要を掘り起こし、売上の増加や収益性の改善を
図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

6
キノコを贅沢に使った惣菜商
品の加工・販売活動

農事組合法人
モア・ハウス

福岡県
三潴郡
大木町

7
「飼料米育ちの鶏」の鮮度と旨
味を生かす加工商品の開発と
販売

城井ふる里村
有限会社

福岡県
築上郡
築上町

8
県認証の特別栽培による玉葱
を使った加工品の開発・販売

株式会社あぐり
有明

佐賀県 白石町

9
有機栽培による柑橘類を利用
した加工品の開発・販売事業

農業生産法人
佐藤農場株式
会社

佐賀県 鹿島市

10
雲仙こぶ高菜を利用した商品
の加工・販売事業

農事組合法人
守山女性部加
工組合

長崎県 雲仙市

  玉葱の作付け拡大に取り組み、一次加工としてのカット野菜
や外皮の粉末加工の開発・販売を行う。また、県認証の特別
栽培や海水玉葱など新たな付加価値を付けた生産にも取り組
み、新規の市場を開拓し、農業経営の改善を図る。

  販売用包材に納めるためにカット整形する過程で発生する未
利用資源のキノコをふんだんに取り入れた加工商品の企画・
開発、販売を推進することにより、消費者が手に取りやすく、そ
のまま食べて美味しい商材を提供していく。
  そして、新たな販売活動により、加工品の一般消費者向けの
販売を拡大する一方で業務用商品の販売ルートの開拓を図
る。また、加工品販売とあわせて青果での未利用資源の業務
用販売の拡大を図る。

  飼料米育ちの鶏の旨味を生かす肉、骨、卵、臓物を中心に保
存性のある加工品の開発を行う。
  特に骨のスープ・出汁を生かす保存性のある汁物商品、新
鮮な臓物や卵を生かす惣菜製品など、これまで県内では商品
化があまり進んでいない加工品ラインナップの実現を図り、消
費者向けの販売促進により事業経営の安定化を図る。

  自社及び近隣の農家が生産する柑橘類を冷凍加工（洗浄・
乾燥・急速冷凍・氷膜処理・通常冷凍）し、付加価値を付けた
商品を開発・生産する。
  具体的には、柑橘類を冷凍加工処理し一定期間保管したう
えで、夏場（６月～９月）の需要に対応した販売を展開し、地域
の直売所や駅売店、地元の学校給食や生協等とタイアップし
た販売を行い、地域全体の所得向上と活性化を目指す。

  長崎県雲仙市の特産物である「雲仙こぶ高菜」を加工した新
商品「雲仙こぶ高菜入りヘルシーからあげ」の生産及び既存の
加工品を増産し、新たに整備する加工場兼直売施設での販売
や百貨店、スーパー等への販路拡大を行ない、雇用の拡大と
所得の向上を図る。
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23年度第２回認定事業計画一覧

申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

11
地域の特産品であるトマト（ミ
ニトマト）とハーブを利用した
商品の加工・販売事業

農業生産法人
株式会社スマ
イルｍａｍａ

熊本県 八代市

12
未利用洋ランを使ったボトルフ
ラワーの開発と販路開拓

有限会社宮川
洋蘭

熊本県 宇城市

13
地域の農産物（ばれいしょ・果
樹等）を利用した直売及び加
工商品の開発事業

農業生産法人
株式会社　Ｉ・
Ｒ・Ｍ九州

熊本県
玉名郡
玉東町

14
こんにゃくを利用した複合営
農経営と、体にやさしい食品
の開発・加工および販売事業

農業生産法人
株式会社
デリシャスクリ
エイト

大分県 日田市

15
野菜定期宅配サービス「宮崎
四季便り」

株式会社百姓
隊

宮崎県 宮崎市

　大分県日田市で新規に確保する圃場において、イノシシやシ
カ等の忌避作物であるこんにゃく等を作付け、それを原料とし
た加工品や調理品の製造を新たに開始し、契約レストラン等
へ販売する。こんにゃくの持つ健康と美肌への効用を活かして
消費量増加を図る。

　顧客の絞り込みを行い、他社とは一線を画した、自社独自の
ネット通販サービスを新設することにより、対象顧客との安定し
た関係作りを目標とした会員制通販サイトを構築する。

  ミニトマトをドライトマトに加工し、赤色と黄色の二色を開発し
たいと考えている。ハーブは自社農場で栽培し、料理に最適な
ハーブを厳選したオリジナルブレンドのハーブソルトを開発す
る。
  この取り組みによって、百貨店や洋菓子店など今までにない
新たな販売ルートを構築し、経営の多角化・高度化を図り、農
業経営の改善を図る。

  洋ラン生産過程において発生する規格外の花を活用して、最
新の花の加工技術でもあるボトルフラワーによる商品開発を
行う。オリジナル性を高めるためにガラス彫刻機を設置し、ブラ
ンド化を図るとともに地域の安定した雇用を創出する。

  ばれいしょ・筍（自社生産）を加工した商品開発・生産を行うと
ともに、新たな販売ルートの構築を行って、経営の多角化・安
定化を図り、農業経営（作物等も含む）の付加価値を高めるこ
とによって、農業経営全体の改善を図る。
  平成24年度には直売所を開設し、自社で生産した農産物及
び加工品、また地域の協力農家より仕入れた農産物等をこの
直売施設において販売を行い、併せて生産者との情報発信基
地として地域活性化も推進する。
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申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

16
新規作付け及び裏作栽培に
よる新規作物の生産と農産物
の直接販売事業

農業生産法人
株式会社ぽっく
る農園

宮崎県 宮崎市

17
自家生産の新鮮な生乳を使っ
たチーズ及びヨーグルト商品
の加工と販売事業

中西廣 宮崎県 都城市

18
地域の特産物である促成キュ
ウリを利用した商品の加工・
販売事業

日本信頼農業
株式会社

宮崎県 都城市

19
都城でこん（大根）のパック保
存による通年販売の実現と加
工品の開発・販売

農業生産法人
有限会社
ファームヤマト

宮崎県 都城市

20
自社定置網で獲れた鮮魚類
を利用した新商品の開発・販
売

赤水漁業合資
会社

宮崎県 延岡市

　自社定置網で獲れた地元の鮮魚類を自社加工場にて、新商
品（珍味類・煮付け商品・焼き物商品等）の開発を行う。鮮度感
にこだわった高次元加工品の開発製造を目指す。
　また、既存の加工品に新たな加工品（煮付け商品等）と地元
農産物等を利用した郷土駅弁の商品開発を行い、インター
ネットを含み販路の多角化を展開する。

　生乳の風味と食感を持ったチーズとヨーグルトの開発を行
い、直売店での販売等に加え、自社のホームページ等のネッ
ト・チャネルを開拓する。口コミによる販路開拓を行いながらギ
フト製品の開発と同時に大手流通業者等へのセールスを行い
売上増加と収益向上を図る。
　ギフト等の贈答品を希望する顧客が多いものと思われるた
め、生乳を使った「フレッシュなチーズ」「ヨーグルト」を開発す
る。

　都城市に加工施設と直売所・研究室を新たに整備して、ス
ティック・カットキュウリの開発生産をする。平成２４年度中に直
売所を整備する。また、平成２４年度は韓国輸出をするための
韓国引受会社の選択や交渉を行う。
　持ち帰り用や土産用にも適した長持ち出来る商品になるよう
研究開発を行う。青果及びカットキュウリ販売並びに周辺農家
が生産した野菜果実等を共同販売する。

　収穫が終わる時期の大根をパックし、最大3ヶ月から5ヶ月の
長期間貯蔵することにより、青果用大根の通年販売を実現し
高い収益性を確保するとともに、青果用大根の副産物である
規格外品や大根葉を生かした加工品の開発・商品化を実現す
ることで、農業経営の効率化及び安定化を図る。
　また、非収穫期の業務を確保することにより、雇用の創出及
び安定化を図る。

　たまねぎ、キャベツ、じゃがいも、にんじん等の１４種類の農
作物を、同地区の農家の方々とともに新たに生産し、直売所へ
の農産物等の出荷管理、農産物等の全国への発送なども行っ
ていくことにより、当社と農家の方々の所得向上・経営改善に
つながる。
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申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

21

自社生産の農産素材を使用し
た加工食品の開発と、加工、
宿泊、交流を目的としたグリー
ンツーリズム施設の開設

冨満哲夫 宮崎県 小林市

22
自社生産した野菜等の素材を
活かした加工食品の開発・販
売事業

有限会社アグ
テック

宮崎県
児湯郡
新富町

23
食品リサイクルによる環境型
自社農場の黒豚を利用した加
工・販売事業

有限会社ノガミ
産業

鹿児島県 鹿児島市

　採卵用として飼育している烏骨鶏の鶏肉を使用した「レトルト
カレー」と、合鴨米を原料とした朝食向けの「シリアル食品」を
開発して、加工、宿泊、交流を目的としたグリーンツーリズム拠
点を設営し、新商品販売の拠点として活用すると共に、新商品
については、新たな販売ルートを開発して、収益の増加を図
る。

　自社で生産した農産物を用いた漬物の製造を柱に、高齢者
や学校給食向けの加工食品といった食の安全・安心を意識し
た製品の開発・製造を行う。
　原材料生産から加工・販売まで自社で一貫して行える体制を
構築することで、製造する加工品への付加価値の付与、規格
外の農産物の活用等による効率化が図られ、農業経営の安
定が図られる。
　また、事業の実施に伴い、新しい農業生産法人の設立につ
いても検討し、地域の産業浮揚と雇用創出につなげていく。

　自社牧場産の黒豚の挽き肉を使った業務用商品を開発し、
飲食店への卸販売の他、催事等での直売をすることによって
生産から食卓までの一貫販売を構築し、農業経営の改善を図
る。
　また、豚の耳や皮・毛など流通量が少ない部位に付加価値を
つけて、鹿児島の新しい特産品として販売展開していくことで、
鹿児島の畜産業と経済活性化に貢献する。
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申請者 共同申請者 促進事業者
№ 事業の概要

事業者
都道府県 市町村事業名

1

太径種サトウキビ(POJ2725
号）を使用した黒糖及び熱帯
果実使用の商品開発・加工及
び販売事業

合同会社　農
業生産マティダ
ファーム

沖縄県 宮古島市

2
「石垣黒鶏」による石垣島ブラ
ンドの確立と関連商品の全国
展開へ向けての取組

株式会社うる
ずんファーム

沖縄県 石垣市

3
沖縄県産果実の安定生産及
び販売体制の構築

農業生産法人
有限会社沖縄
農芸

有限会社沖縄
アロエ

株式会社琉球
物産貿易連合
西むら食品株
式会社

沖縄県
今帰仁村
名護市

　自社生産鶏肉の真空パックによる冷凍肉等での県外出荷及
びアンテナショップによる販売展開を行い、石垣黒鶏のブラン
ドの確立を図る。

　自社生産シークヮーサーと促進事業者製造のこんにゃくを使
用した飲料の開発及び海外市場も含めた販路開拓への取組
みを行う。
　また、新たにタンカン生産及び果汁原料出荷を行う。

　自社生産した黒糖を使用した菓子類及びマンゴー等熱帯果
実を原料とするドライフルーツ等の商品開発・販売を行う。
　また、加工場を整備し自社生産さとうきび搾汁液による黒糖
作りの見学・体験を行い集客を図る。

29


